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既存の構造および利用可能な資源の範囲内で、２０１９－２０２８
年家族農業の国際連合の１０年を宣言することを決定する。

全ての国家に対し、家族農業に関する公共政策を策定し、改善しそ
して実施し、並びに他の国家と家族農業のその経験と良い慣行を共
有することを奨励する。

国際連合食糧農業機関および国際農業開発基金に対し、国際連合シ
ステムのその他の関連する組織と共同して、自らの職務権限と既存
の資源の範囲内でまた、適切な場合には、自発的拠出金を通して、可
能な活動と計画を特定することや策定することによるものを含め
て、同１０年の実施を導くことを求める。

政府および国際的なまた地域的な機構、市民社会、民間部門および
学界を含む、その他の関連する利害関係者に対し、適切な場合には、
自発的拠出金を通して、同１０年の実施を積極的に支援することを
招請する。

事務総長に対し、国際連合食糧農業機関および国際農業開発基金に
より合同でまとめられた隔年報告書に基づいて同１０年の実施に
ついて総会に通知することを招請する。
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